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1887年に近づく香港とその将来
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中嶋嶺雄
ダイナミックな都市国家 していった． 寄港政庁によれば、 その数は害事

1997年6 !'!30！ヨ． 二の自を録後に、 英領徳 年4～5万人とむ；量計されており、 1997卒ま
民地・香港のl世紀半の�史が終幕する． あ でには合計約100万人が流出するとの予測b

と4年余リを綬すのみだ． だが、 大英帝国の 出ている．

東洋における鎚点として始まり、 今日にいた このような状況のなかで1989年6月4目、
った他民地が祖国に復帰するというのに、 そ 北京では天安門r血の日曜日J事件が起こつ
の自の到来を待望する香港中国人は少ない． たのだから、r今日の北京は羽 田 の香港Jと呑
香港返還の瞬間まで日一日と不安な時をおjん 港住民の不安カ」ー遺骨に縮まったことはいうま
でいる香港は、 しかし、 表面的には今日も経 でbない． 問年7月15日に採択された第15回
済的 ・社会的な活力に満ちあふれ、 広東人待 先遣国首脳会館｛パリのアルシユ・サミット｝
有の喧騒のなかでめ く るめ 〈 動いている． 決 の r致治宣言」が、 中国非重量の文震の中で、
して静止することのないダイナミッフタ都市 r香港の人 4 が有している深い懸念を理解し、
国ii;<である． 香港島セントラル（中環｝地区 共有する」 と特に曾及したのは、 異例のニと
や九飽半島先渇・尖沙ロ且（Tsim Sha Tsui）の とはいえ、 また当然のことでもあった．
開発はさらに進み、 回国地方といわれた新界 しかも過綾の英中合憲は香港住民の憲患を

(New Territories) t.面目を一新して、 次4に まった〈問うことな〈、 英中間の頭重量し外交
高層住宅やスーパーマーケットが逮ち並んで で決定されたものであり、 もとbと寄港人の

いる． 寄港政斤I草、 ピルの谷間を灘滞陸ずる 不潟｛立大きかった．

ょう弘・啓� (Kai Tak）空港に代わる新国際空 それだけに・89年春以来の北京における畏
港を、 香港島よりも大きい大唄山（Lantau 主化デモの高渇に対して、 またそれへの簿庄
Island）に盛�しようとしており、 そのエ事矧 に対しては、 香港住民が初めて打って一九と
間が香港返還後の1997年以降にわたることか なって立ち上がり‘鐙大規僕200万人bのデモ
ら、 遺ll!:資金などをめぐって総航していた茶 を行うという政治憲mを示し、 香港の過去1

中交渉bょうやくまとまった． 世紀有半の歴史になかった事態をbたらした

こうした香港の外面的な発展と繁栄を見て のであった．
いると、 はたしてF1997牟問題Jは存在する こうした香港住民の政治意置置が今後どのよ

のかと一見、 思われるほどである． うな形で結晶するのか、 それとら結局l:i:舷り

動矯する香港

周知のように香港は、 1984年9月、 サッチ

ャ一首相と卸小平・主径（中国共産党中夫周

問委員会主径〈当時〉｝とのトップ会践によっ

て、 香港返還に関する英中間の合憲が成り立
ち. 1997�芋7月l日以除、 中国の特別行政区

として 「中国寄港J(Hong Kong China）となる

ことが指定している．

しかしながら、 その期限が迫って〈るにつ

れて、 香港の住民の不安はますます大き〈な

りつつあり、 この数年間1:1:毎月数千人にもの

ぼる中間管理者層や医師、 東剤師、 弁箪士、

会計士、 椴員． ビジネスマンといった、 これ

まで香港の宛展を支えてきた人材がカナダ、

アメリ力、 オーストラリア、 さらにはシンガ

ポール、 フィリピン、 中間米鰭密屯：どへE見出
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貫主リになって、 ある者は海外に脱出し、それ

が叶わぬ住民は香港にとり残されて不安な毎

日を送るのか、 大いに注目されるところであ

る．

香港の性格

そbそb香港がニれほどまでに発展してき

たのは、 レ ンセ ・ フェール（自白紙径主重量｝

政策が仮本にあったからである． そのような

歴史的背景において鮪二次大破後1:1:..中継l<
貿易から加工貿易へ、 さらにハイテPili襲へ、

そして愈近では図書現金蝕セン？ーへと舵倹し

てきたのであった（ニれらの点について昨し

〈は、 拙著r香港 移りゅ〈都市国旗J ＜時事

通信社、 1985年〉谷間｝．

しかしながらそれらのすべては． やはり香

港的自由のもとで実現したbのである． ょく
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1992年現在、 すでに1方2500US$に遣してい

る（ち伝みに憲章汗のデータでは、シンガポー

ル約I：方usS、 台湾約9500US 事、信国約5500

us$）.だが、閉じ都千有国軍駐でもシンガポーJレ

が人口約250万であるのに対して、 香港は600

万近い人口を有しているとはいえ、 香港の人

口動重量はきわめて潔動的であって、 いったん

状況が不安定になれば、 たちどころに海外へ

述通遣しかねないのが香港中国人の怯格だとい

えよう．

いずれにしてふ bしも香理が今日の法治

体制のZ Zの中盤tニ翠;mされるなら. 1997年

以降、 香港が従来事愛していたような自由1:1:

7ックス・へイブン（税金遣D蓮池、 説会天国） 大き〈拘束される可舵性がある． ちなみに

といわれているように、 香港はきわめて税金 1990年a月に中国の全国人民代表大会で決定

が安〈（法人の貨高校!J!l:tlS.5%、 個人の最 された香港基本法、 つまり1997年以降の香港

高所得悦司a1:i: 11 .0%).1まとんどの商品に開校 の「憲法」の策定をめぐっても、 中国側はき

がかからないフリー・ポートである｛だから わめて厳 しい姿傍を示していた．

香港では． 団体観光客が旅行興者によ〈免後 二のような状況の弘・かで量近注目されてい

J苫に案内されて買物をしているけれど、 そう るのは、 イ ギリス保守党の有力設治家でb あ

した免悦店はコミッション込みでかえって高 るパッテン総督が、 ・香港最後の総官ドとして

いから嬰i主憲． 本来は香港全体が ・免後店・ 1992�芋7月に宜主径して以来、 香港の実質的な

なのである｝．が、 中国に返i旦された後の香港 級会に信る立i圭S平線舎の選出方法を大舗に改

でもこのようfj, !3 sが1干されるかどうかとい 正しようとし、 寄港人の民意を反映する畏主

う問題、 さらにあらゆる点で香港的自由があ 化案を後家したニとであった． 同年秋の岡野

ふ れている現状に対して政治的 屯：抑圧がない 繊舎の－�ill獲道事で民主派に完敗した中国

かどうか、 曾鎗の自由があり余るほど存在し 当局i草、 パ y テ ン鍵実に強〈反対しており、

ている軍事必において、 それが保泊されるかど 先行きが大いに注目されるが、 これらの点に

うか、 等唱の問題力、いよいよ軍大になりつつ も寄港中国人の不安と動�の原因があるとい

あり． そのいずれをとっても中国が今日のよ えよう．

うな滋4畢体制を保；寺するか�リ‘ 寄港の前途

l手伝わ＼ 後観視でき〈正い．

しかも昏港は中国の対外経済開放政策にし

たがって、 広東省の深制・ 経済特別区とリン

クした形で限るニとがE宙定していたのだから、

活実鶏中国共産党総書紀｛当時｝らのと主憲派

指導者が失脚し、 恐怖政治のむとで継しい鋳

めつけが強化されているような中園の現実こ

そ、 香港中国人が�b恐れていたところであ

った．

したがって、 中包の改革・ 開紋政策とリン

フした香冶の繁栄という方向の中にあっても

弘ーお、 香港の人qの不安が、 寡リつつあるの

だとL、えよう．

貿易.f.itllでは． 二の小ε屯：香港が世界で第

I 1位のr大国」でむある各港l草、 シンガポー

ルとともにアジアNIESの中綴をf旦う地織で

あり、 1人当たりGNPはNIESのなかの飯高で、

‘』. 
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中扱人民共和国では今まで5年としてひと

つの政策が続いたことがない． だから、 その

中国が返還以後so年間、 特別行政区として寄

港の現状を維持することを約束すると英中古島

定て・曾ってみたところで、 それだけでは愈終

的な保障にはならないのであるご ・
品

しかも、 これまで香港中国人たちは、 たと

えばシンガポール豊富人がシンガポーりアンと

してのアイデンティティーを形成しようと．

-t置のナショナリズムなり国家意mなりに立

制して努力 してきたのとは遭って、寄港中国

人にほそのような窓Iiiが欠如していた． そこ

へいよいよ中国がわ・おいかぶさってきたのて・

ある． しかも恐怖政治を断行する共慮中国と

いう巨大な存在が、 91からのしかかってきた

のである．

1993-1997年に近づく香港とその将来　『地球の歩き方』93-94版
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六・回天安門事件T
j晴らえられた人々の
解g!Jll<署名遣勘

香港の現在を鑓るがすふたつの問題

一一政治制度の改革と新空港プロジヱクト

中国への主術返還を＇97年7月に径えたT守地は綴れてい

る ． ・92年7月9目、 �'Pl'iM.l�j也r fj必Jの紋後の総官、

クリス・パッテンが浴f壬した． 「キlJから「無Jへの移行と

もいえる香港の主泌を中国に返還する4i業． このむずかし

い役包をまっとうするため、 �国政府から選ばれた男だ．

香港にIi現在、 ふたつの台風の目がある． ひとつは、 パ

γテン総管が就任まもない10月7日、 立法評際会て・行った

施政方針演説で、 遺書衿伽WI'.の民主化を差別とした香港の政

治改革案をぶち上げ、 これに強〈反交した中国政府と香港

政庁（＝英国政府）の関係が怒化。 �·�，関係が服、滞状態に

陥っていることだ．別年の手足中共同戸明とii&巡f去の香港の
ミニ憲法ともいえる「香浴符別行政区基本法J（中国が起草）

を盾に総督の政治改革案に激しく低抗する中国と、 呑港占

領以来150年間営々と築いてきた利織を硲保するため、政治

の「民主化」を図ろうとする英国との戦いがそれである．

もうひとつの台風の自は新空港の建段問題． ウィルソン

前総管内2年7月退任）が、 「六・四天安門事件Jのショ ッ

クに苦しむ香港経済を活性化するために縫尖した総額1200

{gHK Sを，費やす、21世紀を射程に入れた壮大なプロジェク
ト． このプロジェクトの資金手当てをめぐり、 返還後の政
府に負債を残したくないと主張する中国政府と、 経済の繁

栄を維持するためには、 是が非でもま青空港を主.R�したいと

する香港政Jすが、 財務問題で暗確に粂ワ上げている．

過去に英中両国の対立Ii幾度となく発生したが、 それに

は「香港経済の発展を傷つけない」とt寸無曾の岱止めが

かかっていた． ところが今回は「中英関係の修復にはパy

テン総督が政治改革案を撤回するしかない」とする中国政

府の態度が予想外に強硬で、 総空？をま畳飯射撃する英国政府

との聞で和解点を見い出せないでいる．

パッテン総督の政治改革案は立法Z平機会に上程され、 そ

の実施の可否が審E獲される． 仮に同署平蟻会を通過すれば総
管の面白は立つものの、 政治改革については中英両国が共

同也蟻すべき「主繍返還問題」の範鳴に入るとする中国と

の摩嬢はますます大きくなるだろう． また、 否決されれば

総管のメンツはまるつぶれ． 中国は撮り上げた高俸を収めに
かかるだろうが、 英中関係に主主じたしこqが完全に除去さ
れるまでには長い時間が貨やされることは磁かだ．

中国の江沢民・総書記が隠っているように、 r::11.i:中関係に

はやがて時れ間が見えてくるJと予恕される． しかし、 両

国間でもめている寄港の政治改革は、・97年以降の望書港のあ

り方を直後左右する問題だけに、 やがて主織を取り戻す中
国も、和IH径の硫保を狙う英国も中途半端な妥簡はしないよ
うに思われる． やがて迎える’97年の主格返還を前に、 香港
にはこれから大きな滋震がいくつも発生するだろう． 今回
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I事、 中国にとってbよりよいilHRなのであっ
て、 中国の将来をまま本的に再構想するという
文 書 な ヴ ィ ジ ョ ンを繍 111t、 香港にも さ ま �
Zな可能性が聞けて〈る．

いずれにしてb中田が将来、 ホ緒的に聞か
れていくとするならば、 香港は深却IIや広東省
とますます一体化していかなければならない
であろう． すでに寄港の量三響1:;i悶11において
l二圧倒的であるす深却11では香港ドルしか通用
しないほどE香港ドルが強〈なっている．
水は高いとこよる 古ごろ低いところに流れるよう
に、 香港の活力ある経済が深却IIから広東省全－．，－ 
�さらには慈陽一帯の社会主授の土 lf(を洗い
流しつつあるのが現状だ．

たとえば、 今日、 香港 ド ルがすでに広東省一
帯 に 広飽に出回 っ ていて、香港よ海銀行（正式
る祢1：香港忍蟹銀行．大英帝国の適正出の袋点
としての歴史を持ち、 事実上、香港の中央銀行
であるニの銀行I立、・80年代半ltに世界一質問
がかかったという巨大なビルを新築し、 1 997 

年以降も香港の発展を4旦うものと思われてい

たが、・90年l Z月、その持ち練会社をロンドン

に移してE書店を呼んでいる）などが発行する
新規香港ドル紙需のl!l:' 3 �のI I孟il!流され
ないのが現状なのである． このニとは、 政治
的にはとるに足らない香港が、 経済的には中
Eの一郎をすでに支配しつつあることを物館
っている．

また、 最近の香港の労働力不足もあって、
すでに香港の製造県人口｛約100万人）に倍す
る200万人の人口が深納lや広東省にIi立され
た香港会重量で就労していると織定されている．

香港中国人の大半は広東省が故郷である．
後らの帰省がもたらす経済的・社会的な館関
係は従来から存在していたが、 ft近では香港
を経由して大陸へ近綬訪問する台湾の畳かな
旅行者の大量の出入りも注目され、 また広東
省から香港への団体旅行も多〈なってきた．
こうした方向のなかで、 広織的な広東館経済
圏がさらに路大してい〈という可能性も強ま
っている．

しかし、 はたして香港の人たちがそのよう
な可能性を待てるのかどうか． 香港中国人が
天安門事件当時に示したような政治憲飯を持
続的に維持できるのかどうか．

私たち日本人としても、 ニれらの点をポス

ト野小平時代の中国の将来の変化とともに、
十分注目していかねばなるまい．
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一言－E－一芸る・・

そうしたなかで香港が将来‘ ーらに文さく
動揺をきたし、 中桜的な住民が；毎外へ圭��し、
資本む送還して解体状況に陥るなら.；‘ oor零
金除センターとしての今日の香港の竺宮を台
湾が引き篭ぐようになるかむしれ ら‘い，
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香港の可能性
しかしながら、 そのように不安弘1王室にあ

る香港にも希望がないわけでは決してない停
なぜなら、 現在の毎小平治ilH辛抱！Jのような中

国は、よfう長（ IH売かないであろうからであ
る．やがて中国は本緒的なもうUとつのr反・

革命Jによって、 今日の世界的；o�，たである脱

社会主軍主化の遣を歩み始め、 共産党！'E裁体制‘
さらには中置証人民共和国自体力：；；：リ窃されて
い〈ことになるのではないだろうか＝ その時
以l;I 1997�芋7月1日以前にやって〈るかもし

れない． 現に香港に隣接する深桝・活済特別
区や広東省一得l草、 経済的・社会的に内部か
らすでに版社会主磁化しつつあるとむいえよ
う． そのような状況においては当然、香港の
将来は明るい展望のもとで飴られ得ょうe

いうまでもな〈、 現在すでに中主こ主てする
外国役貨の70%を受け持ち、 中国の量童文の外

貨損得の主主ロでbある寄港の免震と5主主主主宣；宅

・．’ 
』
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